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2017年賃金確定等に関する要求書

貴職におかれましては、常日頃の地方自治確立に向けたご健闘に対し、心か

ら敬意を表します。
っきましては、2017貸金確定等に関し、下記の事項について改善のための措

置をとられるよう要求します。

記

1．　2017要求の基本項目

（1）人事院勧告における月例給の較差0．15％の棒級引上げと、一時金0・1月

分の引き上げは今12月議会に上程し、4月遡及すること。条例制定後、

速やかに支給すること。

（2）「主査制度の廃止」以降の人事・給与制度については、労使協議のもと

早急に構築すること。

（3）2018年度予算編成に向けて、総人件費の確保や社会保障の充実を含む予

算の確保を行うこと。また、労働条件の変更については、計画段階からの

事前協議を徹底すること。

2．組合員の貸金水準の確保

（1）昇給改善を行うこと。標準職務表における係長級については、国公5級

水準とすること。

（2）50歳代後半層職員の昇給抑制を実施しないこと。

（3）現業職員については、非現業職員との格差をなくすこと。また、中途採

用者の賃金を抜本的に是正すること。

（4）年末一時金については、条例分を12月8日に支給すること。

3．労働時間、労働安全衛生等について

（1）勤務時間管理を徹底し、特定の職場、特定の職員に偏っている時間外学．

働縮減に向けた実効ある対策を講じること。年次休暇の完全取得促
を進めること。

（2）職場環境整備など労働安全衛生活動の充実を図ること。とりわけ 象偲朋．職場、
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タルヘルス対策をより充実させること。

4．人事施策等について

（1）人事評価制度については、人材育成、組織活性化、勤務意欲の向上等の

視点から労使協議を十分実施すること。評価者研修を充分に行うこと。

（2）行政需要に対応する必要人員の確保のため、所要の予算措置を講ずるこ

と。

（3）現業職員の新規正規職員の採用を再開すること。

（4）病気休暇者の代替要員を速やかに配置すること。

（5〉雇用と年金の確実な接続にむけてフルタイムを基本とした再任用制度を

確立すること。また、定年延長に向けた具体的検討・協議を進めるととも

に、早期実現に向けた働きかけを行うこと。

（6）フレックスタイム制については、制度導入の可否も含め、十分な協議・

交渉を行うこと。

5．行財政改革について

（1）「行財政改革」の実施にあたっては、これまでの労使慣行を踏まえ、市民

生活の安定、安心・安全を支える良質な公共サービスの確立を基本に十分

な労使協議・交渉を行うこと。財政悪化を理由とする安易な委託は行わな

いこと。

6．地域公共サービスの質の確保と、公共サービスを担う地域労働者の処遇確

保・公正労働が実現されるよう、自治体予算における委託費、補助金の確保・

改善を図ること。

また、総合評価方式による入札制度の改革や、公契約条例制定に取り組む

こと。

7．臨時・非常勤等職員の貸金・労働条件等の改善

（1）賃金・労働条件等の改善を行うこと。

（2）学校給食職場における任期付短時間勤務職員制度の導入については、充

分な労使協議を行うこと。

（3）委託等への切り替えに伴う、臨時・非常勤等職員の解雇を行わず、雇用

確保を図ること。

（4）新たな一般職非常勤職員制度（会計年度任用職員）の検討にあたっては、

組合との協議・交渉、合意に基づき設定すること。

以　上


